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六

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
十
四
号
）
第
十
四
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
通
訳
案
内

士
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
沖
縄
特
例
通
訳
案
内
士
の
業
務
の
禁
止
の
処
分
を
受
け
た
者
で
、
当

該
処
分
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
も
の

七

総
合
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
二
十
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
通
訳
案
内

士
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
際
戦
略
総
合
特
別
区
域
通
訳
案
内
士
の
業
務
の
禁
止
の
処
分
を
受

け
た
者
で
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
も
の

八

総
合
特
別
区
域
法
第
四
十
三
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
通
訳
案
内
士
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
地
域
活
性
化
総
合
特
別
区
域
通
訳
案
内
士
の
業
務
の
禁
止
の
処
分
を
受
け
た
者
で
、
当
該
処
分
の
日
か
ら

二
年
を
経
過
し
な
い
も
の

九

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
五
十
三
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す

る
通
訳
案
内
士
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
福
島
特
例
通
訳
案
内
士
の
業
務
の
禁
止
の
処
分
を
受
け

た
者
で
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
も
の

６

奄
美
群
島
特
例
通
訳
案
内
士
は
、
そ
の
資
格
を
得
た
認
定
計
画
区
域
の
区
域
外
に
お
い
て
、
報
酬
を
得
て
、
通

訳
案
内
を
業
と
し
て
行
つ
て
は
な
ら
な
い
。

７

奄
美
群
島
特
例
通
訳
案
内
士
は
、
そ
の
業
務
に
関
し
て
奄
美
群
島
特
例
通
訳
案
内
士
の
名
称
を
表
示
す
る
と
き

は
、
そ
の
資
格
を
得
た
認
定
計
画
区
域
の
区
域
を
明
示
し
て
す
る
も
の
と
し
、
当
該
認
定
計
画
区
域
以
外
の
区
域

を
表
示
し
て
は
な
ら
な
い
。

８

通
訳
案
内
士
法
第
三
章
の
規
定
は
、
奄
美
群
島
特
例
通
訳
案
内
士
の
登
録
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
同
法
第
十
八
条
、
第
十
九
条
（
見
出
し
を
含
む
。）及
び
第
二
十
七
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
通
訳
案

内
士
登
録
簿
」
と
あ
る
の
は
「
奄
美
群
島
特
例
通
訳
案
内
士
登
録
簿
」
と
、
同
法
第
十
九
条
中
「
都
道
府
県
」
と

あ
る
の
は
「
認
定
奄
美
群
島
市
町
村
（
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
第
十
七
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
奄

美
群
島
市
町
村
（
同
法
第
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
奄
美
群
島
市
町
村
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）

を
い
い
、
当
該
奄
美
群
島
市
町
村
が
二
以
上
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
法
第
十
七
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け

た
同
項
に
規
定
す
る
産
業
振
興
促
進
計
画
に
お
い
て
定
め
た
一
の
奄
美
群
島
市
町
村
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お

い
て
同
じ
。）」
と
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
十
二
条
中
「
第
十
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
奄
美
群
島
振
興

開
発
特
別
措
置
法
第
十
七
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
八
条
」
と
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
二
十
一

条
、
第
二
十
二
条
、
第
二
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
十
四
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
の
規
定
中「
都
道
府
県
知
事
」

と
あ
る
の
は
「
認
定
奄
美
群
島
市
町
村
の
長
」
と
、
同
法
第
二
十
二
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
通
訳
案
内
士
登

録
証
」
と
あ
る
の
は
「
奄
美
群
島
特
例
通
訳
案
内
士
登
録
証
」
と
、
同
法
第
二
十
五
条
第
一
項
第
三
号
中
「
第
四

条
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
第
十
七
条
第
五
項
各
号
」
と
、
同
法
第
二
十
六
条
中

「
第
二
十
一
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
第
十
七
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す

る
第
二
十
一
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

９

通
訳
案
内
士
法
第
四
章
の
規
定
は
、
奄
美
群
島
特
例
通
訳
案
内
士
の
業
務
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
同
法
第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
第
三
十
五
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置

法
第
十
七
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
五
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ

る
の
は
「
認
定
奄
美
群
島
市
町
村
（
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
第
十
七
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
奄
美

群
島
市
町
村
（
同
法
第
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
奄
美
群
島
市
町
村
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を

い
い
、
当
該
奄
美
群
島
市
町
村
が
二
以
上
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
法
第
十
七
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た

同
項
に
規
定
す
る
産
業
振
興
促
進
計
画
に
お
い
て
定
め
た
一
の
奄
美
群
島
市
町
村
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い

て
同
じ
。）の
長
」
と
、
同
法
第
三
十
三
条
第
一
項
中
「
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
」
と
あ
る
の
は
「
奄
美
群
島
振

興
開
発
特
別
措
置
法
又
は
同
法
」
と
、
同
項
、
同
条
第
二
項
及
び
同
法
第
三
十
四
条
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ

る
の
は
「
認
定
奄
美
群
島
市
町
村
の
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

10

通
訳
案
内
士
法
第
三
十
五
条
の
規
定
は
、
奄
美
群
島
特
例
通
訳
案
内
士
の
団
体
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
中
「
観
光
庁
長
官
」
と
あ
る
の
は
「
認
定
奄
美
群
島
市
町
村
（
奄
美
群
島
振
興
開
発

特
別
措
置
法
第
十
七
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
奄
美
群
島
市
町
村
（
同
法
第
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
奄
美
群

島
市
町
村
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
い
い
、
当
該
奄
美
群
島
市
町
村
が
二
以
上
で
あ
る
場
合
に

あ
つ
て
は
、
同
法
第
十
七
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
同
項
に
規
定
す
る
産
業
振
興
促
進
計
画
に
お
い
て
定
め
た

一
の
奄
美
群
島
市
町
村
を
い
う
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
長
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
観
光
庁
長
官
」
と
あ

る
の
は
「
認
定
奄
美
群
島
市
町
村
の
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
旅
行
業
法
の
特
例
）

第
十
八
条

奄
美
群
島
市
町
村
が
、
第
十
一
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
観
光
旅
客
滞
在
促
進
事
業
に
関
す

る
事
項
を
記
載
し
た
産
業
振
興
促
進
計
画
（
旅
行
業
法
第
三
条
の
旅
行
業
者
代
理
業
の
登
録
又
は
同
法
第
六
条
の

四
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
要
す
る
行
為
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
も
の
に
限
る
。）に
つ
い
て
、
国
土
交

通
省
令
で
定
め
る
書
類
を
添
付
し
て
、
主
務
大
臣
の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
観
光

旅
客
滞
在
促
進
事
業
の
う
ち
、
同
法
第
三
条
の
旅
行
業
者
代
理
業
の
登
録
を
受
け
、
又
は
同
法
第
六
条
の
四
第
三

項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
認
定
の
日
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規

定
に
よ
る
登
録
を
受
け
、
又
は
届
出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
法
第
十
二
条
の
九
第

一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
旅
行
業
法
第
三
条
の
登
録
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
者（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
奄

美
群
島
内
限
定
旅
行
業
者
代
理
業
者
」
と
い
う
。）は
、
営
業
所
に
お
い
て
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
様
式
の
標

識
を
、
公
衆
に
見
や
す
い
よ
う
に
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
標
識
を
掲
示
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

奄
美
群
島
内
限
定
旅
行
業
者
代
理
業
者

旅
行
業
法
第
十
二
条
の
九
第
一
項
の
標
識

二

奄
美
群
島
内
限
定
旅
行
業
者
代
理
業
者
以
外
の
者

前
項
の
標
識

三

旅
行
業
法
第
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
旅
行
業
者
等
（
同
法
以
外
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
三

条
の
登
録
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
者
を
含
む
。）以
外
の
者

前
項
の
標
識
に
類
似
す
る
標
識

４

奄
美
群
島
内
限
定
旅
行
業
者
代
理
業
者
は
、
そ
の
営
業
所
に
、
旅
行
業
法
第
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
に
代
え
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該

当
す
る
奄
美
群
島
内
限
定
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
奄
美

群
島
内
限
定
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
を
同
項
に
規
定
す
る
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
と
み
な
し
て
、
同
法
の
規
定
を

適
用
す
る
。

一

旅
行
業
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
。

二

旅
行
業
務
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
研
修
の
課
程
を
修
了
し
た
こ
と
そ
の
他
の
当
該

営
業
所
に
お
け
る
第
十
一
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
旅
行
業
務
に
関
し
奄
美
群
島
内
に
お
い
て
旅
行
業
法

第
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
事
務
を
行
う
の
に
必
要
な
知
識
及
び
能
力
を
有
す
る
も
の
と
し
て
国
土
交

通
省
令
で
定
め
る
要
件
を
備
え
る
こ
と
。

５

国
土
交
通
大
臣
は
、
こ
の
条
の
規
定
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
奄
美
群
島
内
限
定
旅
行
業
者
代
理
業

者
に
対
し
、
奄
美
群
島
内
限
定
旅
行
業
者
代
理
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
特
例
）

第
十
九
条

奄
美
群
島
市
町
村
が
、
第
十
一
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
補
助
金
等
交
付
財
産
活
用
事
業
に

関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
産
業
振
興
促
進
計
画
に
つ
い
て
、
主
務
大
臣
の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た

と
き
は
、
当
該
認
定
の
日
に
お
い
て
、
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
二
十
二
条
に

規
定
す
る
各
省
各
庁
の
長
の
承
認
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

（
農
地
法
等
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
配
慮
）

第
二
十
条

国
の
行
政
機
関
の
長
又
は
鹿
児
島
県
知
事
は
、
認
定
産
業
振
興
促
進
計
画
に
記
載
さ
れ
た
計
画
区
域
内

の
土
地
を
認
定
産
業
振
興
促
進
計
画
に
記
載
さ
れ
た
事
業
の
用
に
供
す
る
た
め
農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第

二
百
二
十
九
号
）
そ
の
他
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
許
可
そ
の
他
の
処
分
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
当
該
計
画
区
域

に
お
け
る
産
業
の
振
興
に
資
す
る
た
め
、当
該
処
分
が
迅
速
に
行
わ
れ
る
よ
う
適
切
な
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。

（
中
小
企
業
者
に
対
す
る
配
慮
）

第
二
十
一
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
認
定
産
業
振
興
促
進
計
画
に
記
載
さ
れ
た
計
画
区
域
に
お
い
て
、
中
小

企
業
者
（
中
小
企
業
基
本
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
小
企
業
者

を
い
う
。）が
認
定
産
業
振
興
促
進
計
画
に
基
づ
い
て
事
業
活
動
を
行
う
場
合
に
は
、
当
該
中
小
企
業
者
に
対
し
て

必
要
な
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
適
切
な
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。

Ÿ˜
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